
生徒心得 

私達は互いの人権を尊重し、自主・自律の精神を大切に、明るい学校生活を送りましょう。 

 

服  装 

１.制  服 

本校生徒としての誇りと自覚のもとに、登下校及び学校生活に際しては、以下に定める制服を正

しく着用すること。 

(1)男  子 

制服は黒の標準型とし、左襟に本校所定の襟章をつける。上着の下は白のワイシャツを着用す

る。 

(2)女  子 

本校所定の制服とし、左襟に校章をつける。上着の下は白のワイシャツ又はブラウスを着用し、

黒のループをつける。 スカートはひざ丈とする。 

(3)夏  季(男女) 

ア  5 月～10 月までを夏季服装期間とし、上着を脱いで登校し

てもよい。 

イ 左襟に校章をつける。(または、アイロンプリント式シール

を胸ポケット上部に貼る。) 

ウ ワイシャツ・ブラウスは白の半袖又は開襟でもよい。 

エ 女子のベスト・ループの着用は自由。 

オ 学校指定のポロシャツを着用することができる。ただし、上着の着用は不可とする。 

 

２. 頭髪等 

学生らしい清潔・簡素なものとする。 

染髪・パーマ・エクステンション・奇抜な髪型等は禁止する。 

 

３. その他 

(1) 上履は学校指定のものとする。 

(2) くつ下は無地の白・黒・灰色・紺とする。 

ストッキングは無地の黒・ベージュとする。 

(3) コート 

華美でないものを着用する。 

型は、ピーコート・ダッフルコート・ステンカラーコート、ダウンジャケットとする。 

色は、紺・黒・茶・灰色系統の単色で、柄や装飾のないものとする。ただし、ダウンジャケ

ットの色は紺・黒・灰色系統で、柄や装飾のないものとし、ワンポイントの刺繍や印刷は認め

る。 

丈の長さは腰が隠れる程度の長さとし、それ以上の長さのものは認めない。 

※ベンチコートやウインドブレーカー等は、認めていません。 

(4) セーター・ベスト 

学校指定セーター・ベストを着用する。 

(5) アクセサリー等 

ピアス・指輪・ネックレス等のアクセサリー類および化粧は禁止する。 

(6) 異装 

規定以外の服装をする場合、担任に願い出て異装の許可を得る。 

 



通学用コート参考資料 

 

(1)ピーコート             (2)ダッフルコート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)ステンカラーコート（学生コート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ベンチコートやウインドブレーカー等は、認めていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



校内生活 

１. 授  業 

(1) 始業 10 分前には登校し、余裕をもって授業にのぞみ、 授業中は真剣かつ積極的に学習する。 

(2) 自習時間には定められた場所で他人及び他クラスの迷惑にならないよう静かに学習する。 

生活時間割表 

Ｓ・Ｈ・Ｒ    8:40～ 8:45 

第 １ 時 限   8:50～ 9:40 

第 ２ 時 限   9:50～10:40 

第 ３ 時 限   10:50～11:40 

第 ４ 時 限   11:50～12:40 

昼 食   12:40～13:20 

予 鈴   13:20 

第 ５ 時 限   13:25～14:15 

第 ６ 時 限   14:25～15:15 

ＳＨＲ／清掃   15:15～(20 分) 

第 ７ 時 限   15:25～16:15 

ＳＨＲ／清掃   16:15～(20 分) 

２. 定期考査等の受験心得 

(1) 服装を正し、正々堂々とした態度で試験に臨む。 

(2) 次の行為はしてはならない。 

① 他人と話をする行為。 

② 他人の答案を見る・見せる行為。 

③ 筆記用具の貸し借りを試験中に行う行為。 

④ ノート・紙片等を隠し持つ行為。 

⑤ 答案を提出しない行為。 

⑥ 定められた席でないところに着席する行為。 

⑦ その他不正行為とみなされる言動はすべて許されない。 

(3) 不正行為を未然に防ぐため、次のことを守ること。 

① 筆箱は使用できない。試験開始前に前もって筆記用具のみを机上に用意しておくこと。 

② 下敷きの使用は原則として禁止する。ただし、監督の先生の許可を得て使用することがで

きる。 

③ 教科書、参考書、ノート等はすべてカバンにしまい、廊下に全員整理しておくこと。 

④ 机の中は空、脇のフックも空にする。 

⑤ 携帯電話は電源を切りカバンの中にしまう。もしも、試験中教室内で鳴った場合は、不正

行為とみなされることがある。 

(4) 試験期間中は、机 6 列、出席番号順に着席すること。 

(5) 試験中の中途退場は認めない。 ただし、身体上の理由で受験困難なときは、監督者の許可

を得て退出することができる。 

※トイレのため途中退出しその後テストを受けた場合、その部分は参考点となる。 

(6) 不正行為があった場合は、当該科目は零点となり、かつ「生徒の懲戒及び手続に関する規定」

に基づき指導を受ける。 

 

 

 

 

 



(7) 定期考査時間割         

Ｓ・Ｈ・Ｒ    8:40～ 8:45 

予 鈴    8:50 

第 １ 時 限    8:55～ 9:45 

予 鈴    9:55 

第 ２ 時 限   10:00～10:50 

予 鈴   11:00 

第 ３ 時 限   11:05～11:55 

 

３. 清  掃 

清掃はそれぞれの分担!を、係りの先生の指示に従って、責任をもって行う。 

４. 校舎校具の使用 

(1) 校舎、校具その他一切の施設は丁寧に取り扱い、これを汚損破壊することのないよう注意す 

る。 

故意に汚損破壊した場合は弁償する。 

(2) 校舎内外においては許可なくしては火気の使用を厳禁する。 

５. 外  出 

在校中は校外に出てはならない。やむを得ない事情のあるときは、HR 担任の許可を受ける。 

６. 集合・集会 

(1) 集会の際は、指示に従ってすみやかに行動する。 

(2) 校内における諸種の集会、文書の発行、揭示等はすべて責任者の先生に届け出、閉会後も報 

告すること。 

校外生活 

(1)   校外生活においては常に本校生徒としての自覚を持ち、 服装、 言動に充分留意し、他

の誤解を招くことがないように注意し、行動する。 

(2) 登下校時は交通安全に心掛ける。 

(3) 自転車通学は「自転車通学届け」を提出し、ステッカーを貼る。 

(4) 校外において事故その他緊急なことが起こった場合、すみやかに学校へ通報する。 

(5) 不健全な飲食店・娯楽場に出入りしない。 

(6) アルバイトはやむを得ない事情があり、高校生にふさわしい仕事に限り、保護者の許可を得 

て、学校に届ける。 

普通自動車・自動二輪車等 

１. 普通自動車について 

(1) 普通自動車の運転免許の取得を必要とする生徒は、「自動車運転免許取得届・取得報告書」 

(様式 1)を校長宛に提出する。自動車を運転する必要がある生徒は、「自動車運転誓約書」(様式 

2)を校長宛に提出する。自動車を購入、譲り受け等により取得した生徒は、「自動車購入等報告 

書」(様式 3)を校長宛に提出する。 

(1) 生徒は、自動車の免許取得後、速やかに「自動車運転免許取得届・取得報告書」に運転免許 

証の写しを添付して、 校長宛に提出する。 

なお、在学中に取得できなかった場合は、この限りではない。 

(2) 自宅から学校までの通学手段として自動車を使用することは、禁止とする。(校外行事、部

活動対外試合等含む) 

(4) 制服を着ての乗車を禁ずる。 

(5) 普通自動車を運転する生徒は、他者を同乗させてはならない。 また、 運転をしない生徒も、 

他の生徒が運転する普通自動車に同乗してはならない。 

定期考査時間割 



 

(6) 18 歳未満の生徒の教習所入所手続きについては、保護者の同意を必要とする。 

２. 自動二輪車等について 

(1) 自動二輪車等の運転免許取得、購入及び運転を希望する生徒は、保護者の同意のもと学校に 

申し出るとともに、別に定める所定の手続きにより届け出ること。 

学校は、生徒およびその保護者に対して面談等を実施し、交通社会の一員となる自覚や高校生 

としての本分、保護者の責任等について説明し共通認識を図る。 

(2) 自動二輪車等による通学は禁止とする。 また、校外行事 部活動の対外試合等での乗車も禁 

止とする。 

(3)  運転免許を取得した生徒は、県教育委員会等が主催する自動二輪車等の交通安全講習を毎年 

受講すること。 

(4) 自動二輪車等を運転する生徒は、 (初心運転期間を終了しても)他者を同乗させてはならな 

い。 

また、運転をしない生徒も、他の生徒が運転する自動二輪車等に同乗してはならない。 

(5) 制服を着ての乗車は禁止とする。 

諸届・諸願 

諸届書は、所定の様式により学校長あてとして保護者又は保証人署名捺印の上、担任に提出する。 

(1) 届を提出する場合 

ア. 住所変更及び改姓 

イ. 保護者、保証人の変更 

ウ. アルバイト 

工. 忌引(父母５日以内、祖父母・兄弟姉妹３日以内、伯 (叔) 父母・甥・姪１日) 

才. 普通自動車・自動二輪車等の免許取得 

(2) 欠席・遅刻・早退・欠課については、生徒手帳の所定の欄に記入して届ける。(引き続き７日 

以上の病欠の場合は医師の診断書を添付する。) 

(3) 願を提出する場合 

ア. 退学・転学休学 (引き続き２ヶ月以上登校できない場合は、医師の診断書を添える) 

イ. 復学(疾病により休学した生徒が復学する場合は、医師の診断書を添える) 

ウ. 異装 

エ. 授業料減免 

オ. 学割 

カ. 自動車教習所への入所(自動二輪車のみ) 

 

ひとりで悩まないで 

よい子の電話教育相談 

埼玉県立総合教育センター 

(フリーダイヤル) 

ＴＥＬ ０１２０－８６－３１９２ 

ＦＡＸ ０１２０－８１－３１９２ 

２４時間、３６５日無休で受付 

相談は無料、秘密厳守 

青少年からの悩み事に関する 

電話相談です。 

 

 


